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市民参加型の
開かれた行政運営を
目指して

かすみがうら市 9 年目のまちづくりがスタートしました。
本市が総合計画で示す将来像「きらきら いきいき ふれあい育む豊かなめぐみ野」
その実現に向け、平成 25 年度のまちづくりへの取り組みを紹介します（抜粋）。

2013 administrative policy of  kasumigaura city

△霞ヶ
浦と筑

波山系
からな

る自然
景観

△子育
てサロ

ンの七
夕まつ

り

△第8
回生涯

学習フ
ェステ

ィバル

△かす
みがう

ら祭目
玉の「四

万騎鍋
」

△未来
の　　

　　　

かすみ
がうら

市

「
住
宅

用

太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
」を
、
引

き
続
き
拡
充
、
継
続
し
ま
す
。
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
利
用
す
る
ま
ち
を
目

指
し
、
太
陽
光
発
電
事
業
者
と
用
地
提
供

者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る「
ソ
ー
ラ
ー
発
電
事

業
」に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

安
全
な
水
を
市
内
全
域

に
常
時
安
定
供
給
で
き

る
よ
う
千
代
田
地
区
と
霞
ヶ
浦
地
区
の
上

水
道
送
水
官
の
接
続
工
事
の
平
成
26
年
度

工
事
完
了
を
目
指
し
ま
す
。
千
代
田
地
区

の
防
災
行
政
無
線
の
設
置
は
、
平
成
24
年

度
に
避
難
所
な
ど
へ
21
基
の
屋
外
子
局
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
後
も
市
民
の

方
々
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り

組
み
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
が
活
用
で
き

る
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
全
世
帯

配
布
し
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
し
ま
す
。

五
輪
堂
橋
の
架
け
替
え

や
霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ

ン
タ
ー
連
絡
道
路
整
備
工
事
、
水
資
源
道
路

の
歩
道
整
備
工
事
な
ど
有
利
な
補
助
制
度
な

ど
を
活
用
し
な
が
ら
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

下
水
道
施
設
な
ど
の
適

正
な
維
持
管
理
に
努
め

て
い
ま
す
が
、
下
水
道
等
整
備
計
画
区
域

以
外
は
、
茨
城
県
森
林
環
境
税
活
用
事
業

に
よ
り
、
高
度
処
理
型
浄
化
槽
の
設
置
を

推
進
し
ま
す
。

特
定
健
診
時
に
お
け
る

健
康
相
談
や
介
護
保
険

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

防
災
対
策

幹
線
道
路

生
活
環
境

に
お
け
る
予
防
事
業
の
推
進
な
ど
制
度
の

健
全
運
営
に
努
め
ま
す
。

歯
周
病
の
予
防
の
対
象

年
齢
を
拡
大
し
、
歯
科

保
健
の
普
及
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。
福
島

原
発
の
放
射
能
汚
染
事
故
に
対
す
る
健
康

不
安
を
払
拭
す
る
た
め
、
18
歳
以
下
や
妊

婦
を
対
象
と
し
た
放
射
線
の
内
部
被
ば
く

に
対
す
る
検
査
の
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

質
の
高
い
幼
児
期
の

教
育
と
保
育
を
総
合

的
に
提
供
す
る
た
め
、
ニ
ー
ズ
把
握
の
た

め
の
調
査
な
ど
を
行
い
、
平
成
27
年
度
本

格
施
行
に
備
え
ま
す
。
公
立
保
育
所
民
営

化
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者
が
行
う
事

業
と
し
て
移
行
を
進
め
ま
す
。

高
齢
者
の
単
身
、
夫

婦
の
み
の
世
帯
が
増

加
し
て
お
り
、
地
域
社
会
か
ら
の
つ
な
が

り
が
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

地
域
の
方
々
に
よ
る
見
守
り
に
加
え
、
民

間
事
業
者
な
ど
の
多
様
な
主
体
と
の
さ
ら

な
る
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
夢
と

希
望
を
も
っ
て
学
生

生
活
を
送
れ
る
新
し
い
学
校
を
作
れ
る
よ

う
地
域
の
皆
さ
ま
に
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
統
合
を
実
施
し
ま
す
。
平
成
25
年
度

は
そ
の
施
設
整
備
に
係
る
設
計
に
着
手
し

ま
す
。
平
成
26
年
４
月
開
校
予
定
の
霞
ヶ

浦
地
区
統
合
中
学
校
は
、
開
校
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
む
よ
う
学
校
統
廃
合
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

保
健
事
業

健
康
増
進

子
育
て
支
援

高
齢
者
支
援

学
校
統
廃
合

観
光
事
業

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

男
女
共
同
参
画

事
務
事
業
の
見
直
し

行
政
改
革
の
推
進

不
祥
事
へ
の
対
応

施 政
方 針

※施政方針の全文は、市HPに掲載しています。

まちづくり
2013

新
し
い「
湖
山
の
宝
」の

発
掘
に
取
り
組
み
ま

す
。
生
産
者
と
の
連
携
を
進
め
、
全
国
に
向

け
、「
湖
山
の
宝
」の
情
報
発
信
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。自
転
車
耐
久
レ
ー
ス「
か

す
み
が
う
ら
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
」で
は
、
霞
ヶ

浦
の
魅
力
を
全
国
に
情
報
発
信
で
き
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
は
、
さ
ら
に

地
域
色
を
全
面
に
出
し
た
形
で
開
催
し
、
参

加
者
や
来
場
者
に
本
市
の
観
光
や
地
場
産

品
を
広
く
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
報

奨
金
や
捕
獲
柵
の

設
置
、
わ
な
免
許
取
得
へ
の
補
助
金
交
付

な
ど
に
取
り
組
み
、
農
作
物
へ
の
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
よ
う
努
め
ま
す
。

多
様
な

主
体
が

自
立
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
な
る
活
性
化
に
向
け
連
携
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
活
動
の

活
性
化
に
向
け
て
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

第
２
次
計
画
と

な
る
男
女
共
同

参
画
計
画
に
沿
っ
て
、
男
性
と
女
性
と
が
社

会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
活
動
に
参
画
で
き
る
社
会
、
老
若
男
女

が
参
画
で
き
る
社
会
を
目
指
し
、
環
境
づ
く

り
に
向
け
た
広
報
・
啓
発
に
努
め
ま
す
。

市
民
生
活
に
最

も
身
近
な
基
礎

自
治
体
と
し
て
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上

行
政
サ
ー
ビ
ス

や
事
務
処
理
の
迅
速
化
に
努
め
ま
す
。
千

代
田
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
長
ら
く
ご
不
便
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
７
月
末
の
竣
工

を
目
指
し
、
現
在
、
工
事
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
、
本
市
の
行
政
お

よ
び
防
災
上
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

第
２
次
行
政

改
革
プ
ラ
ン

に
沿
っ
て
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
公
共
施

設
全
般
に
わ
た
っ
て
、
経
営
的
な
観
点
か

ら
保
有
・
処
分
の
判
断
、
活
用
方
法
や
維

持
管
理
の
手
法
を
精
査
し
、
コ
ス
ト
と
便

益
の
最
適
化
を
図
る「
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
導
入
が
必
要
と
な
っ
て
お

り
、
よ
り
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
全
庁

的
な
取
り
組
み
と
し
て
推
進
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
視

点
で
検

証
す
る
事
業
仕
分
け
を
引
き
続
き
実
施
す

る
と
と
も
に
、
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
公
募
型
補
助
金
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
適
正
化
を
進
め
る
一
方
で
、

市
民
の
創
意
工
夫
に
よ
る
団
体
活
動
の
活

性
化
を
促
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

全
職
員
が
参

画
し
て
策
定

し
た「
公
金
等
取
扱
い
適
正
化
計
画
」に
基

づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
対
す
る
信
頼
の

回
復
に
努
め
て
い
ま
す
。
行
政
に
関
わ
る

市
長
、
議
員
、
職
員
が
よ
り
高
い
倫
理
観

を
持
っ
て
行
動
す
べ
く「（
仮
）か
す
み
が
う

ら
市
倫
理
条
例
」の
制
定
を
目
指
し
ま
す
。

「
自
然
に
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
」「
健
や
か
・
安
心
・
思
い
や
り
の
ま
ち
づ
く
り
」「
豊
か
な
学
び
と
創
造
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
活
力
あ
る
産
業
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
」「
み
ん
な
で
つ
く
る
連
携
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

イ
ノ
シ
シ
対
策
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一般会計 ▼ ▼ ▼歳出

一般会計 ▼ ▼ ▼歳入

2013 budget of  kasumigaura city

義
務
的
経
費
を
1.0
％
削
減

民生費　52億 4,908万1千円
33.8%（1.6%）

総務費　22億 9,472万 6千円
14.8%（26.4%）

公債費　17億 5,704万 7千円
11.3%（▲ 4.5%）

土木費　16億 4,723万 9千円
10.6%（10.2%）

教育費　12億 3,915万円
8.0%（▲37.0%）

消防費　12億 2,909万 5千円
7.9%（61.5%）

衛生費　12億 2,128万 4千円
7.9%（14.9%）

その他　4億 2,424万 2千円
2.6%（▲12.1%）

農林水産費　4億8,813万 6千円
3.1%（▲14.6%）

目的別歳出歳出

※各項目の割合は小数点以下第 2位を四捨五入。（　　）内は、対前年度比で、▲は減を示します。

▼ �市税は、企業の設備投資費などによる
固定資産税、市たばこ税の増収を見込
み、前年度から1億 2,989万 6千円、2.6%
の増

▼ �地方交付税は、国が地方公共団体へ求
める給与削減などの反映により、3億
1,000 万円、8.2%の減

▼ �国庫支出金は、障害者に係る給付費な
どが増となるものの、公立学校整備負
担金や災害廃棄物処理に係る補助金な
どにより4,426 万 4千円、2.5%の減

▼ �地方債は、石岡地方斎場や神立停車場
線整備、地域振興基金への積み立てな
どへの合併特例債活用、消防救急無線
のデジタル化への緊急防災・減災事業
債と併せ臨時財政対策債の発行により、
5億 7,870 万円、30.4%の増

▼ �財政調整基金などからの繰入金は、仮
庁舎からの移転、消防団の統合による
施設整備などに充てるものとし、3,781
万 2千円、11.3%の減

当
予

計画的な
財政運営を目指して

平成 25 年度の市の予算が決まりました。
予算額は、一般会計 155 億 5 千万円、特別会計 101 億 4 千 780 万円。
この財源がまちづくりにどのようにいかされるのかお知らせします。問財政課

初
算

市の自主財源は約39％歳入

▼ �総務費は、茨城県知事選挙や参議院議員通常選挙の執行、
合併特例債を活用した地域振興基金への積立金などによ
り、4億 7,876 万 6千円、26.4％の増

▼�民生費は、障害者福祉や医療福祉などの扶助費の増など
により、8,307 万 4千円、1.6％の増

▼�衛生費は、太陽光発電システム設置補助金制度の拡充や
石岡地方斎場の工事費負担金などにより、1億 5,830 万 9
千円、14.9％の増

▼�土木費は、神立駅周辺整備事業や下水道事業特別会計へ
の繰出金の増加などにより、1億 5,308 万 4 千円、10.2％
の増

▼�消防費は、消防救急無線デジタル化や共同指令センター
整備への負担金、消防団詰所解体工事、防災行政無線の
屋外子局整備などにより4億 6,827 万 4千円、61.5％の増

▼�教育費は、下稲吉小学校の工事費減などにより、7億 2,695
万 9千円、37.0%の減

市税
51億 4,791万 2千円

33.1%（2.6%）

繰入金
2億 9,757万円

1.9%（▲11.3%）
繰越金
1億 5,000万円

1.0%（±0%）
その他自主財源
4億 5,779万 8千円

3.0%（1.9%）

その他依存財源
8億7,040万円

5.6%（2.8%）
県支出金
9億 2,478万 2千円

5.9%（4.7%）

市債
24億 8,540万円

16.0%（30.4%）

国庫支出金
17億 2,613万 8千円

11.1%（▲ 2.5%）

歳入
155億
5,000万円

歳出
155億
5,000万円

人件費
33億 3,604万 8千円

21.4%（1.1%）

扶助費
24億 6,732万 9千円

15.9%（3.8%）

公債費
17億 5,621万1千円
11.3%（▲ 4.9%）

普通建設事業費ほか
14億 3,019万1千円

9.2%（▲ 28.6%）

その他経費
65億 6,022万1千円

42.2%（5%）
〔主な内訳〕
繰出金 21億 5,540万 4千円
物件費 22億1,980万 4千円
補助費等 13億 9,409万 5千円
積立金 5億 5,087万 6千円
維持補修費 1億 3,254万 2千円

義務的経費 48.6%（▲1.0%）
投資的経費 9.2%（▲4.0%）
その他経費 42.2% （5%）

自主財源 38.9%（▲0.4%）
依存財源 61.1% （0.4%）

地方交付税
34億 9,000万円
22.4%（▲ 8.2%）

まちづくり
2013

歳出



　

本
年
度
は
、
被
保
険
者
数
の
増
加
と
、

医
療
費
の
公
費
負
担
金
が
伸
び
て
い
る
こ

と
か
ら
、
総
額
で
６
億
２
千
８
２
０
万
円

を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

市
の
下
水
道
事
業

で
供
用
開
始
し
て

い
る
の
は
、
霞
ヶ

浦
地
区
の
宍
倉
の
一
部
が
公
共
下
水
道
で

昭
和
58
年
４
月
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
で
志
戸
崎
・
田
伏
地
区
が
平
成
元
年

４
月
、
流
域
関
連
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
で
戸
崎
地
区
が
平
成
12
年
３
月
よ
り

一
部
供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、千
代
田
地
区
の
公
共
下
水
道
は
、

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
に
よ
り
、
市

街
化
区
域
か
ら
事
業
着
手
し
、
昭
和
57
年

４
月
よ
り
一
部
供
用
開
始
し
、
そ
の
後
区

域
拡
大
を
図
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
流
域
関
連
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
お
よ
び
公
共
下
水
道
の
整
備
に

要
す
る
経
費
な
ら
び
に
整
備
後
の
下
水
道

施
設
の
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
な
ど
と

し
て
、
総
額
で
11
億
２
千
３
２
０
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

市
の
農

業
集
落

排
水
事

業
は
、
霞
ヶ
浦
地
区
の
柏
崎
・
上
根
区
域

が
平
成
５
年
６
月
、
大
和
田
区
域
は
平
成

７
年
５
月
、
深
谷
区
域
は
平
成
10
年
３
月

よ
り
供
用
開
始
し
ま
し
た
。

　

千
代
田
地
区
で
は
、
土
田
区
域
が
平
成

３
年
４
月
、
志
筑
区
域
が
平
成
６
年
４
月
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平
成
25
年
度
の
地
方
財

政
に
つ
い
て
は
、
東
日

本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
み
つ

つ
、
全
国
的
に
緊
急
に
実
施
す
る
防
災
・

減
災
事
業
の
財
源
を
確
保
し
、
加
え
て
国

と
共
に
社
会
保
障
制
度
を
支
え
る
地
方
の

社
会
保
障
給
付
に
対
す
る
安
定
財
源
を
確

保
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
再
生
・
成
長

な
ど
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
実
質
的

に
平
成
24
年
度
を
下
回
ら
な
い
地
方
の
一

般
財
源
総
額
の
確
保
が
国
か
ら
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

市
の
財
政
に
つ
い
て
も
、
市
税
や
各
種

交
付
金
の
伸
び
を
見
込
む
も
の
の
、
地
方

交
付
税
や
地
方
譲
与
税
が
そ
れ
以
上
に
減

額
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
国
庫
支
出

金
も
減
額
と
な
る
な
ど
非
常
に
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

社
会
保
障
の
充
実
に
よ
る
市
民
の
福
祉
向

上
と
併
せ
、
適
切
な
学
校
規
模
と
し
学
校

環
境
の
質
的
向
上
を
図
る
た
め
の
学
校
統

廃
合
に
係
る
大
規
模
改
造
や
耐
震
化
の
推

進
な
ど
児
童
生
徒
の
安
全
安
心
な
学
校
生

活
の
確
保
や
道
路
整
備
、
神
立
駅
周
辺
整

備
な
ど
地
域
の
復
興
に
向
け
た
社
会
資
本

整
備
の
着
実
な
推
進
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
公
募
型
補
助
金
制
度
の
導

入
や
補
助
金
チ
ェ
ッ
ク
の
厳
格
化
な
ど
こ

れ
ま
で
の
仕
組
み
を
大
幅
に
見
直
す
と
と

も
に
、
職
員
数
の
削
減
を
通
じ
た
人
件
費

の
圧
縮
を
含
め
、
よ
り
一
層
の
歳
入
・
歳

出
の
見
直
し
に
取
り
組
み
、
現
在
進
行

中
の
主
要
事
業
関
連
分
野
へ
の
予
算
の
重

点
配
分
を
基
本
と
し
て
１
５
５
億
５
千
万

円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
対
前
年
比

３
億
９
千
万
円
、
２・６
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

歳
入
に
お
い

て
は
、
緩
や

か
な
景
気
回

復
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
長
期
化
す
る

経
済
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
被
保
険
者
へ
の

負
担
軽
減
に
配
慮
し
、
本
年
度
も
税
率

を
据
え
置
き
、
不
足
す
る
財
源
を
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
こ
と
と
し
総
額

４
億
７
千
72
万
円
の
繰
入
金
を
計
上
し
ま

し
た
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
高
齢
化
の
進
展
や

高
度
な
医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
の
背
景
か

ら
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
な
ど
や
共
同
事

業
拠
出
金
の
増
額
を
見
込
み
、
総
額
で

50
億
４
千
５
８
０
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
な

ど
保
健
事
業
の
推
進
に
取
り
組
み
つ
つ
、

被
保
険
者
へ
の
適
正
な
保
険
給
付
と
保
険

税
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

後
期
高
齢

者
医
療
特

別
会
計
は
、

平
成
20
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
お
い
て
、
市
が
担
う
こ

と
と
な
る
事
務
な
ど
の
た
め
に
、
高
齢
者

の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
49
条
の

規
定
に
よ
り
設
け
る
も
の
で
す
。

主
事

まちづくり
2013

要
業

に
、
上
稲
吉
、
新
治
区
域
が
平
成
10
年
４

月
、
千
代
田
東
部
区
域
は
平
成
14
年
４
月

に
供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

農
業
集
落
排
水
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど

と
し
て
、
総
額
で
３
億
９
千
５
６
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。高

齢
化
の
進
展
に
伴

い
、
介
護
ニ
ー
ズ
、

介
護
給
付
は
ま
す
ま

す
増
大
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
団
塊
の
世
代
の
高
齢
化
に
よ
る
需

要
の
増
大
も
将
来
予
測
さ
れ
、
新
た
な
介

護
予
防
や
サ
ー
ビ
ス
を
包
括
的
か
つ
持
続

的
に
提
供
す
る「
地
域
包
括
ケ
ア
」体
制
の

推
進
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、「
第
５
期
介
護
保
険
事
業

計
画
」の
実
施
２
年
目
と
な
り
、
前
年
度

の
実
績
を
踏
ま
え
、
保
険
給
付
費
の
伸
び

を
勘
案
し
、
各
種
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
費
用

や
介
護
認
定
調
査
費
、
事
務
経
費
の
ほ

か
、
要
介
護
状
態
の
軽
減
や
悪
化
の
防

止
に
対
す
る
取
り
組
み
な
ど
、
総
額
で

29
億
５
千
５
０
０
万
円
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。

特別会計 予算額 前年度比

国民健康保険特別会計 50億 4,580万円 1.4%

後期高齢者医療特別会計 6億 2,820万円 4.9%

下水道事業特別会計 11億 2,320万円 ▲1.7%

農業集落排水事業特別会計 3億 9,560万円 5.5%

介護保険特別会計 29億 5,500万円 6.6%

企業会計 予算額 前年度比

水道事業会計

収益的収入 9億 9,815万1千円 0.0%

収益的支出 9億 9,789万 3千円 0.6%

資本的収入 3億 600万1千円 17.0%

資本的支出 6億 2,269万 3千円 ▲4.3%

一
般
会
計

国
民
健
康
保
険

　
　
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
特
別
会
計

下
水
道
事
業

　
特
別
会
計

農
業
集
落
排
水
事
業

　
　
　
　
特
別
会
計

介
護
保
険

特
別
会
計

特別会計 ▼ ▼ ▼ �特定の事業を行う場合に、一般会計と区分して整理する
会計

企業会計 ▼ ▼ ▼ �民間企業における会計と同じで、事業の収入で支出をま
かなう独立採算制の会計

道路維持管理事業
1億 347万 9千円

神立駅周辺整備事業
1億 2,620万 4千円

防災無線整備事業
6,205万 5千円

農業振興事業
1,167万 4千円

各種健診事業
4,107万 7千円

観光サイクリング事業
459万円

放課後児童健全育成事業
6,552万 9千円

小学校教育振興事業
5,307万円

平成 25 年度 かすみがうら市予算書

平成 25 年度の
主要事業（抜粋）


